








小児腎疾患に罹患し,腎不全に陥った患者を対象に,以下の如き調査を行った。1)学校時代

は欠席・早退は多いまま進級。もっと勉強しておけばという答が多かった。2)親友の意義

は大きく,その契機としての学校・修学旅行の意義は大きい。3)各種制限,その理由説明が

嫌だった。時には制限無視の運動した経験をもつ者が多い。4)社会に就労の為「手に職を」

と考える者が多い。実際には厳しく,それは彼らの生きることの厳しさでもあろう。


